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《行動指針》

・ 環境関連法規制等を遵守

・ 二酸化炭素の排出削減（電力・ガソリン・軽油）

・ 廃棄物の削減、リサイクルの推進

・ 水資源の節約

・ 環境に配慮した工事の推進

・ 課題とチャンスの明確化とその推進

※ この環境経営方針は、全従業員へ周知致します。

Ⅰ．　環境経営方針

を定期的に明確化にし、環境への取組と環境負荷の削減に努め、持続的発展が

《経営理念》

　下江設備株式会社は、管工事業等に係る営業活動において快適な設備環境

システムをお客様に提供し、地域社会から信頼される企業を目指しています。

　当社は、環境活動を経営の重要課題の一つと考え、経営における課題とチャンス

可能な社会の構築に貢献する為に環境経営を継続的に改善し、推進していきます。

　当社は、各社員が環境活動への取組の重大さを自覚し自然環境を大切にし、

明るい未来のために事業活動を通じて次の事項を継続的に取り組みます。

 制定日 ： ２０２１年 ３月 １日

  代表取締役 下江 雅人
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《組織の概要》

１ ） 名称及び代表者名

下江設備株式会社

代表取締役　下江　雅人

２ ） 所在地

〒６７１－１２０１

兵庫県姫路市勝原区下太田３２８番地３

３ ） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先

責任者 ： 専務取締役　植田　富二雄

担当者 ： 三木　香里

ＴＥＬ   ： ０７９ ‐ ２６９ ‐ ９０３１

ＦＡＸ   ： ０７９ ‐ ２６９ ‐ ９０３２

４ ） 事業内容

管工事業　（兵庫県知事許可　般ー３１　第５０３２５７）

５ ） 設立

平成２６年 ２月 ４日

６ ） 資本金

５００万円

７ ） 事業の規模

従　業　員 ： １０名

延べ床面積 ： １０５．１８㎡

敷地面積　 ： １５６．２９㎡

８ ） 事業年度

９月　～　翌８月

《認証・登録の対象範囲》

登録組織名 ： 下江設備株式会社

対象事業所 ： 本社

活　　　動 ： 管工事業

Ⅱ．　取組の対象組織 ・ 活動

2



・ 環境経営レポートの確認

Ⅲ．　環境経営組織、役割・責任・権限

《役割・責任・権限》

《環境経営組織図》

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営方針の策定と見直し

・ 経営における課題とチャンスの明確化

・ 環境管理責任者の任命

・ 環境経営方針を全従業員へ周知

・ 環境活動全体の評価と見直し

・ 環境経営目標、環境経営計画の承認

・ ＥＡ２１活動全体の評価と見直し・指示

・ 環境経営レポートの最終確認、及び承認

環境事務局 ・ 環境負荷、環境への取組の自己チェックの実施

・ 環境経営目標、環境経営計画の作成

・ 環境教育経営の作成

・ 環境管理責任者の補助

・ 環境活動の実績の集計（水・ガソリン・軽油等）

工事部門

（全従業員）

・ 環境経営レポートの作成

・ 特定された項目の手順書を作成

・ 緊急事態対応の訓練の記録作成

・ 環境活動の取組

・ 全現場、協力会社への伝達、確認

・ 環境経営活動の実施と管理

・ 環境経営目標、環境経営計画の確認及び報告

・ 環境教育の実行

・ 環境関連の外部コミュニケーション窓口

・ 緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び統括

・ 緊急事態対応の訓練の実施

・ 環境活動、実績を報告

代表者

（代表取締役）

環境管理責任者

（専務取締役）

環境事務局工事部門

環境管理責任

代 表 者

工事現場 協力会社
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基準年度

2019年

CO₂排出量 kg-CO₂ 36,754kg-CO₂ 43,271kg-CO₂ 42,646kg-CO₂

電気使用量 ｋWh 6,315kWh 5,972kWh 5,835kWh

ガソリン使用量 L 8,224L 12,147L 12,343L

軽油使用量 L 6,033L 5,076L 4,675L

一般廃棄物排出量 ｋｇ ― 41.6kg 92.6kg

産業廃棄物排出量 kg ― ― ―

水使用量の削減 ㎥ 39㎥ 46㎥ 36㎥

基準年度

2019年

36,754kg-CO₂ 36,019kg-CO₂ 35,651kg-CO₂ 35,284kg-CO₂ 34,916kg-CO₂

△2％ △3％ △4％ △5％

6,315kWh 6,189kWh 6,126kWh 6,062kWh 5,999kWh

△2％ △3％ △4％ △5％

8,224L 8,060L 7,977L 7,895L 7,813L

△2％ △3％ △4％ △5％

6,033L 5,912L 5,852L 5,792L 5,731L

△2％ △3％ △4％ △5％

41.6kg 80.8kg 80.0kg 79.2kg 78.3kg

（2020年度） △1％ △2％ △3％ △4％

39㎥ 38㎥ 38㎥ 37㎥ 37㎥

△2％ △3％ △4％ △5％

注） 電力の二酸化炭素排出量係数は、2018年度関西電力㈱調整後排出係数0.344kg-Co₂/kWｈを使用

注） 一般廃棄物に関しては、2020年度廃棄物量を月割にて算出し2021年度の基準としています。

2021年度 2022年度 2023年度

Ⅳ．　主な環境負荷の実績

項　目 2021年度 2022年度 2023年度

CO₂排出量

単　位

kg-CO₂

ｋWｈ

Lガソリン使用量

項　目 単　位 2020年度

注）化学物質は使用しない。

Ⅴ．　環境経営目標

水使用量

廃棄物の削減

軽油使用量

2024年度

㎥

kg

L

電力使用量
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2019年9月～

2020年8月

基準値 目標 実績 達成度 評価

kg-CO₂ 36,754kg-CO₂ 36,019kg-CO₂ 42,646kg-CO₂ 84% △

対基準 △2％ 0%

ｋWh 6,315kWh 6,189kWh 5,835kWh 106% 〇

kg-CO₂ 2,109kg-CO₂ 2,067kg-CO₂ 1,949kg-CO₂

対基準 △2％ △8％

L 8,224L 8,060L 12,343L 65% ×

kg-CO₂ 19,079kg-CO₂ 18,699kg-CO₂ 28,636kg-CO₂

対基準 △2％ +1％

L 6,033L 5,912L 4,675L 126% 〇

kg-CO₂ 15,565kg-CO₂ 15,253kg-CO₂ 12,062kg-CO₂

対基準 △2％ △23％

Ⅱ

ｋｇ 41.6kg 40.8kg 92.6kg 44% ×

対基準 （2020年度） △3％ △120％

kg 適正管理 ― ― ― 〇

対基準

㎥ 39㎥ 38㎥ 36㎥ 106% 〇

対基準 △2％

件 5件 11件 3件 27% ×

対基準 （2020年度） +6件

Ⅴ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ― 0件 0件 0% ×

資格
2件

（2020年実績） 3件（+1件） 6件 200% 〇

人員 ― ― 4件 ― ―

技術指導 ― ― 2件 ― ―

手戻り手直し ― ― 0件 ― ―

注） 一般廃棄物に関しては、2021年3月～2022年8月分の実績を月割りにして目標値を設定しています。

　　産業廃棄物に関しては、当社はすべて下請けの為、自社での処理実績はありません。

　　危険物の使用はありません。

　　V-2「内部に起因するもの」については、基準値が無い為、目標とも未設定にしています。

Ⅰ

2 内部に起因するもの

経営における課題とチャンスの明確化の推進

産業廃棄物排出量

水使用量の削減

環境に配慮した
施工の推進

Ⅳ

Ⅲ

Ⅵ．　運用期間の実績

1 外部に起因するもの

運用期間における実績

2021年9月　～　2022年8月

廃棄物削減

CO₂排出量

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

一般廃棄物排出量

年 度

項 目
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取組内容 達成状況

二酸化炭素排出量の削減

下記の項目による

電力使用量の削減

・空調温度の適正化 〇

・不要照明の消灯 〇

・設備の空運転禁止 〇

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ 〇

・急加速、急停車の抑制 〇

・移動コースの効率化 〇

・空気圧、オイル等の点検 〇

軽油使用量の削減

・アイドリングストップ 〇

・重機の空ぶかし禁止 〇

・空気圧、オイル等の点検 〇

一般廃棄物排出量の削減

・分別によるリサイクルの推進 〇

・ミスコピーの防止 〇

・裏紙の活用 〇

産業廃棄物排出量の削減

・分別によるリサイクルの推進 〇

・資材のグリーン購入 △

・資材の適正購入（廃棄分削減） △

水使用量の削減

・節水の周知徹底 〇

・清掃時、手洗い時の節水 〇

環境に配慮した施工の推進

・施工方法の調査 △

・使用重機の確認 〇

経営における課題とチャンスと

明確化の推進

・人員の募集 △

・年3回の技術指導講習の開催 ×

・手戻り、手直しの現場削減 〇

・ボランティア活動への参加 ×

・資格取得 〇

目標達成

多方面にへ模索する。

資格取得者数、項目を増やしていく。

指導者、受講者共に現場の調整をし開催する。

手戻り、手直しゼロの現場を継続していく。

各自が責任を持ち、随時点検整備をする。

目標未達成

駐停車時のエンジンストップを徹底する。

サーキュレーターを使用するなど、さらなる節電に努める。

こまめな消灯や、照明を間引くなどの節電に努める。

不在時の停止、必要最小限の稼働を心掛ける。

時間に余裕を持ち、ゆとりを持った運転をする。

相乗りや、現場への経路の確認をする。

目標達成

重機の使用前と使用後の整備を徹底する。

目標未達成

Ⅶ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

評価結果と次年度の環境経営計画

目標未達成

可燃、プラ、ダンボールなどの仕分けを徹底する。

―

重機を使用しない時は、常にエンジンを止める。

無駄な空ぶかしはしない。

印刷をする前に、ダブルチェックをする。

基本的に裏紙を利用する。

引き続き、公共機関にて人員を募集する。

目標達成

現場での廃棄物を最小限にし、再利用する。

環境に配慮した資材での施工を心掛ける。

節水シールを各所へ貼り付け、再認識する。

着工前に粉塵・騒音・振動に配慮した計画をする。

購入前に施工方法や数量の計画を徹底する。

目標達成

洗濯や洗い物は、なるべくまとめてする。

目標達成

リース重機は、低燃費・低騒音のものを選ぶ。
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適用される法規制 遵守する事項 遵守評価

廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、

マニュフェストの交付・保存・確認・交付状況等報告書提出

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出

特定建設資材廃棄物の再資源化義務

大気汚染防止法 特定粉塵排出等作業の実施届出、作業基準の遵守

特定粉塵排出等作業の結果の発注者への報告義務

石綿の事前調査に関する記録の作成、保存義務

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止、規制対象車両の指定地域通行禁止

騒音規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

姫路市公害防止条例

振動規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

姫路市公害防止条例

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

低騒音・低振動型建設 低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

機械の規程

消防法 消火設備の定期点検（防火対象物）、事故時の措置届出（通報）、

危険物の届出・点検・基準遵守、指定数量未満の危険物保管の

扱い、指定可燃物の扱い

家電リサイクル法 特定家電4品目の適正な事業者（家電販売店）への引き渡し

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録、漏洩防止、廃棄物の適切な

処分、建物解体工事時におけるフロン類使用機器の有無の事前

確認と発注者への書面説明、及び当該書面写しの保存

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去3年間ありませんでした。

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

遵守

該当なし

該当なし

遵守

Ⅷ．　環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

該当なし

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。
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［ 全体の評価 ］

［見直し・指示］

項　目 見直し要否

環境経営方針 否

環境経営目標 否

環境経営計画 要

実施体制 否

その他 否

無し

無し

無し

無し

燃料の算出方法の見直し

令和4年11月18日　　　　

　代表取締役　下江　雅人

見直し内容

Ⅸ．　代表者による全体の評価と見直し・指示

　エコアクションを始めて１年半になり、節減が全社員に定着してきていると思う。

燃料使用量に関しては、現場の数や場所で左右されてしまう為、今後の比較方法の検討が

必要である。また、ボランティア活動への取組も模索し遂行しなければならない。

　全現場の環境へ配慮した施工と社会貢献、その他地域との密着やエコに繋がる

取組を次年度の重要課題して継続していく。
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